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論文内容の要旨
本論文は、マイクロ秒からサブナノ秒に至る時間領域での過渡現象の分光測定を目的としたサンプ
リング型時間分解測光装置、励起用あるいは吸光測定用ナノ秒パルス光源、および希ガス放電のアフ
タグロー中における発光のエンハンスメントについて述べたもので、 4 章よりなっている。
序論では従来の研究の概要および本研究の着眼点と目的を述べている。
第 l 章では、光電子増倍管自身にゲート作用を持たせ、それをサンプリングヘッドとして用いた時
間分解分光測光装置について詳述している。この装置は、光電子増倍管サンプリングヘッドに特長を
持つが、その制御持性を詳細に測定してわり、また分解時間として偶数番ダイノード制御方式では2.
2nsec 、走行電子同期方式ではl .4nsec を得ている。本装置は上記分解時間で、時間分解スペクトル、
特定波長の発光・吸光強度の時間変化およびその時間的空間分布を XY レコーダ上に記録できるもの
である。
第 2 章では、イメージコンパータをサンプリングヘッドとして用いた超高速時間分解分光測光装置
について詳述している。この装置は信号利用率の向上と分解時間の短縮を目的としている。すなわち、
ー現象の信号波形上に数点をサンプリングでき、最小分解時間としてo .3nsec が得られている。また
光電子増倍管の暗電流成分の影響を除去し、信号成分のみを精度よく抽出できるドリフト補償型ボッ
クスカー積分器を考案試作し、良好な結果を得ている。
第 3章では、ナノ秒領域にわける蛍光測定あるいは吸光測定を目的としたナノ秒パルス光源、特に
前章で述べたサンプリング型測光装置との連動を考慮して、ナノ秒の時間精度で発光の制御が行なえ
るパルス光源について述べている。パルス放電管として、 交叉型電極を持ったもの、 水銀接点、リレ
ー管、および、特殊な電極形状を持ったものを用い、ガス圧、印加電圧、電極間隔等による発光特性の
差異を、時間分解測光によって測定し、パルス放電管開発のための基礎的データを数多く得ている。
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第 4 章では、 He 、 Ne 、 Ar の希ガス放電におけるアフタグロー中の発光のエンハンスメントの
分光測定と、その解析について詳述している。直流放電中の陽極電圧を、ナノ秒の速さで遮断したと
き、陽光柱部にあらわれる発光のエンハンスメントの、放電々流、ガス圧、遮断時間依存性を第 1 章
で述べた装置を用いて詳細に測定している。これらの測定結果を理論的に解析し、実験に用いた放電
条件における発光のエンハンスメントの主原因は、直流放電中に生じた荷電粒子の密度分布によって
陽極電圧遮断時に管内に発生する逆電界にあると推論している。
論文の審査結果の要旨
分光学的方法は多くの自然科学の分野に応用されており、近年は特に短時間中に変化する現象の解
明にも用いられるようになってきた。現在ではナノ秒あるいはサプナノ秒の時間分解能の高速分光装
置が要求されている。
本論文はマイクロ秒からサプナノ秒の時間領域における高速分光測光法パルス光源とそれらに関連
する基本的課題の研究をまとめたものである。
高速測光法としては、まず光電子増倍管にゲート作用を行わせるサンプリング方式を二種考案して
いる。これを応用して高時間分解能(最小1 .4ナノ秒)でかつ高精度の分光測光装置を試作し、その特
性を詳細に測定するとともに種々の時間分草分光測光に応用し十分な性能を有することを示している。
さらに、イメージコンパータを用いたサンプリングヘッドを有する装置も試作し、 0.3 ナノ秒の時間
分解能を得るとともに、サンプリング効率を改善するなど良好な結果を得ている。
つぎに、上記の装置と連動しうる種々のパルス光源を試作し、そのパルス発光特性を測定し、ナノ
秒パルス光源の開発に役立つ知見を得ている。
以上の研究結果は高速の時間分解分光測光法を確立し分光学の応用分野を拡大するもので、工学の
進歩に寄与するところが多く、博士論文として価値あるものと認める。
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